
性ホルモンに対するラット子宮内膜の超微構造的変
化:〔Ⅰ〕上皮細胞の変化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/4613URL



264 金沢大学十全医学会雑誌 第84巻 第4号 264-278 (1975)

性 ホルモンに対す るラット子宮内膜の超微構造的変化

〔Ⅰ〕 上皮細胞の変化

金沢大学医学部病理学第一講座 (主任 :梶川欽一郎教授)

上 島 半 治

(昭和50年 1月29日受付)

本論文の要旨は1974年第30回日本電子顕微鏡学会において発表 した

子宮内膜は増殖.分泌.変性,脱落と周期性変化を繰

り返 し,かっ妊娠.分娩等,生殖機構に関 して複雑な変

動を示すが.これらはいづれも生休の内分泌環境によ

り極めて巧妙にコントロールされている.

これらの内分泌環境において子宮内膜が示す超微形

態学的変化については,従来かなり多数の報告がなさ

れているり～11).しかし.各種の性ホルモンの作用機序

については.未解決の部分が多 く残 されている.著者

は性ホルモンが子宮内膜に及ぼす作用の基礎的知見を

うるために.去勢 ラットに estrogen および pro･

gesteroneを投与 し,上皮細胞および間質細胞 が ど

のような変化を示すかを.系統的に比較.検討 した.

この研究の第 1報では内膜の上皮細胞における変化に

ついて.第 2報では間質における変化について記載す

る.

実験材料並に方法

正常性周期を有する Wistar系雌 ラット (体重16

0-180gr)に.両側卵巣摘除を行ない, 3週 間後生

理的性周期の完全に消失 していることを確認 してから

実験に使用 した.これらの動物を3群に分け.1群は

対照群とし.他の2群は次の通 り.それぞれ estro･

gen.Progesteroneの投与を行った.

Estrogen投与群 : estradioト17β(オパホルモン

;帝国臓器製)を2〟g筋注後.1,2,4.6.8.

12,16.24.36,48,60時間並びに3.4.5, 7.

10.15日目に屠殺 した.また 2〃g/dayを2, 3.

5,10日間連続筋注投与を行い.それぞれ最終投与の

翌日に屠殺 した.

Progesterone投与群 : progesterone(オオホ

ル ミンルテウム :帝 国臓器製 ) 2mg/day を 1.

2.3,5.10.15,20,35日間連続筋注投与 を行

い.それぞれ最終投与の翌日に屠殺 した.

電顕試料の作製については上記の各群 の ラ ッ トを

ェーテル麻酔で速やかに子宮角のは 中ゞ央1/3を取 り

出 し,直ちに水冷上で細切 し,2.5%グルタールアル

デヒド(0.1Mカコジル酸緩衝液pH7.4)で約 1時間 ,

ついで2%オスミウム酸で約 1時間固定を行い.アル

コール系列脱水後.ェボン812で包埋 した.一部 の材

料は Luft12)の方法によってルテニウム レッ ド染色

を施 した.

試料は LKB･Ultrotomeでガラスナ イフを用 いて

薄切 し.酢酸 ウラニールと鉛の重染色を行った.観察

には HU･11型 (75KV),HU-12型(75KV),HU･11Ds

型 (75KV)および JEM-100B型 (80KV)の電子顕

微鏡を用い.直接倍率2.000-30.000倍で撮影 した.

材料の一部は光願的観察のため.10%ホルマ リン固

定後,パラフィン切片を作製 し.HE.アザ ン. マ ッ

ソン.PAS,ムチカル ミン. SudanⅡ ,メチル緑 ピ

ロ二ン (カルノア液固定)の各染色を施 した.

実 験 成 績

Ⅰ.対照群

去勢後 3週間を経過すると.腫脂雷検査で正常性周

期の発情間期 (diestrus)と同 じ状態が持続すること

によって.性器がもはや性ホルモンの支配を受けてい

ないことがわかる.この時期の性器は著 しく萎縮 し.

子宮角は細 く短 く.子宮腔は狭 く.分泌物の貯溜はみ

られない.また子宮間膜動静脈は細 く.血流の乏 しい

ことが観察される.

Ultrastructuralchanges orthe ratendometrium in response to sex hormones

lI]Changesofepithelialcells.HanjiUeshim&.DepartmentofPathology(日,(Director

:Prof.K.Kajikawa).SchoolorMedicine,Kanazawa University.
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1.腔上皮細胞

細胞表面の徽繊毛の発育は乏 しく.隣接細胞境界は

比較的滑 らかで .処 々に junctionalcomplexes

(接着装置)および desmosomeがみ とめ られ る.

核は楕円形で.概ね滑 らかな辺縁を有 し,核小体は目

立たない.原形質は比較的狭 く.小器官の発育は乏 し

い.少数の densebody,頼粒状ないし膜様物質 を

入れたライソゾーム様小体,粗面小胞体 , リポ ゾー

ム,糸粒体が散在 し.核上部には小さなゴルジ装置が

みとめられる.核下部には直径0.8-1.8LLのほ ゞ円形

の断面を示すいくつかの脂肪滴の集合がみられ.その

周囲をリポゾームが取 り囲んでいる.基底面は不規則

に蛇行 し.基底膜によって間質と境される (写真 1).

2.腺上皮細胞

腺細胞は概ね一層に並ぶ西洋梨子形の細胞としてみ

とめられる.核は卵円形で核小体は目立たない.形質

膜は腔上皮に比べ,入りくみが多い.微細毛並びに小

器官の発育は乏 しく.少数の脂肪滴が散在性に観察さ

れることがある.注目すべき所見は核下部または核上

部に大型の糸粒体が存在することである.その大 きい

ものは直径1.91パこ達 し.基質の電子密度 の増加 とと

もに,まれには微細な類結晶構造がみとめられること

がある (写真 2).同様 な糸粒体 は progesterone

投与群でしばしばみとめられるので.その詳細は後述

する.

Ⅱ.Estrogen投与群

estrogen 2〟g筋注により,子宮は全体に浮腫状に

肥大 し,栄養血管は太 く,血流に富むようになる.子

宮腔は水様透明な分泌物貯滑のため拡大 し,ところに

よって壁が圧迫されて薄くなっているところ もあ る.

このような estrogenの効果は連続注射によって増

強する.

1.腔上皮細胞

腔面の徴繊毛の発育が著明で.数は増加 し.太 く長

く腔内に延びる.隣接細胞は互いに指状族合 を示 し.

基底面では深い形質膜の陥入がみられ る.核 は腫大

し,核小体が明瞭である (写真 3).粗面小胞体 と ゴ

ルジ装置の発育は良好で.拡張 した小胞腔には時々無

定形物質がみられる.ゴルジ装置は層板.小胞及び空

胞から成り.粗面小胞体と接近 して存在 している.細

胞の先端部に多数の分泌頼粒が集在する (写真 4).糸

粒体は増加 し.円形.楕円形あるいはひょうたん形と

その形態は様々である.

estrogen 2〟g/dayを2日間以上投与 した群 で は

脂肪滴は完全に消失 し,大型の貧食空胞,自家食胞お

よび多房体の増加が観察される.また基底部に近い細
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胞間隙に白血球または大食細胞の侵入を見ることがあ

る.

2.腺上皮細胸

腺上皮細胞は円柱状に腫大 し.核は卵円形 を呈 し.

核小体は明瞭であることが多い.原形質には遊離状 リ

ポゾームと先端部における分泌頼粒 の増加 が 目立 っ

(写真 5).粗面小胞体は拡張 し,ゴルジ装置 の空胞

が増加する.腔面には徽繊毛が増加 し,しばしば細胞

の先端部が膨出する.膨出 した原形質には小器官は消

失 し,時々その離断がみられる.また入 りくんだ細胞

間隙に白血球が遊走 していることがある.

Ⅲ.Progesterone投与群

Progesterone投与により子宮はわずかに浮腫状を

呈 し肥大するが,その程度は estrogen投与群 に比

べて,はるかに弱い.子宮腔は拡大 しないが.少量の

分泌物を入れることがある.栄養血管 はや ゝ太 くな

る.

1.腔上皮細胞

表面の微繊毛は多少とも増加 し,処々に小器官の乏

しい原形質の膨出がみられる.原形質先端部には多数

の小胞 (直径約100-400m〃)が集在する.これ らの

小胞は細胞表面に接近 して存在することはあるが.陛

内への開口はほとんどみられない.細胞の中心領域に

は粗面小胞体とリポゾームの増加がみられ,脂肪滴 .

densebody,多房体および複雑な内容をもつライソ

ゾーム様封入体が散在 している.ゴルジ装置は空胞に

富み.しばしば粗面小胞体の接近がみられる.糸粒体

には著変はみとめられない (写真 6).

2.腺上皮細胞

表面の徴繊毛はや 延ゝ長するが.著 しい数の増加は

みとめられない.ここでも時々腹腔に向って原形質の

膨出がみられ,細胞先端部には多数の小胞が集在 して

いる.ゴルジ装置や粗面小胞体の発育 は顕著で はな

い.遊離 リポゾ ームは少 ない. densebody,多房

体および複雑な内容をもつライソゾーム様の封入体が

しばしば観察される (写真 7).基底面は概 ね平滑 で

薄い基底膜で被われる.

最 も注目される所見は細胞基底部における巨大糸粒

体の形成である.腺細胞の糸粒体は先端部を除 く原形

質に広 く散在 し,核上部の領域では直径0.5-1.5βで

あるが,基底部ではその容積が著 しく増加 し.直径は

2-5〃に及ぶ.これらの巨大糸粒休は円形または楕

円形の断面を示 し,しばしばその周囲を拡張 した粗面

小胞体が取 り歯むように接近 している.時には数個の

巨大糸粒体が互いに接触 していることもあ る (写真

8).光顕的には核下部にアザン染色で赤 く, マ ッソ
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ン染色で濃褐色に染まる頼粒と.して同定される.

巨大糸粒体は内膜.外膜の二重膜につつまれ.多数

の長いクリスタを有 している.基質の電子密度はや ゝ

高 く,いわゆる糸粒体頼粒 も明瞭にみとめられる.ま

た巨大糸粒体にくびれが生 じ.その間が長いクリスタ

によって分画されている像にも遭遇す ることがあ る

(写真 9).

巨大糸粒体の基質の中にしばしば轍結晶体が観察さ

れる.この構造物は形態学的に2種類が区別されるの

で,便宜上A型.B型と呼び分けることにす る.A型

の類結晶体はB型に比べて大きく.はゞ1〃平方 の面

積を占め,暗帯と明帯の交互の網状配列から成る.こ

の類結晶体は糸粒体のクリスタの問に介在する.頬結

晶体の小さなものでは細いクリスタ間隙 に 1-2列

の.大きいものでは約20列の網状配列がみられる (写

真10).

A型類結晶体の形態は標本の切断方向によって様 々

で.暗幕は粒子状または棒状に見え,さらにその粒子

の直径や棒の太さ,またはそれらが互いに交叉する角
○

度が変化 してみえる.約1500A程度の厚い切片 を JE

M-100B型電子顕微鏡の傾斜装置を用いて観察すると,

傾斜角度に応 じて同一の標本から様 々の像 が得 られ

る.即ち,ある一つの模本を水平位で見るときは輯結

晶体は棒状に (写真11).150傾斜 させ ると格子状 に

(写真12),300傾斜させると先とは異 った方向の棒状

に (写真13)見える.次に,これを傾斜の方向を直角

にかえて,水平位より300傾斜させると結晶構造 は不

明瞭となる (写真14).類結晶体を構成する粒子 の最
○ ⊂)

大径は約300A.間隔 (中心から中心)は約500Aであ

り.交叉角度は45度～75度で,60度の交叉角の場合に

最 も鮮明な構造がみられる.

B型類結晶体はかなり小さく.限界膜 で包 まれ る.
0 0

この類結晶体は直径60A,長さ120Aの棒状体が 150-0
180Aの間隔で平行に配列するものである.ある断面で

は棒状体は粒子状を呈する.傾斜装置で観察するとA

型類結晶体と 同様に構造の 変化が現われる (写真15

-17).しかし,粒子状構造と棒状構造とが同時 にみ

られ.またある断面では微細な格子状に見える場合も

あり.規則性は得 られなかった.

考 察

1.正常性周期および去勢子宮

正常 ラット子宮の性周期の変化は4-5日の間隔で

発情前期 (Proestrus),発情期 (estrus),発情後期

(metestrus)および発情間期 (diestrus)をくりかえ

す13).発情前期および発情期には子宮は浮腫状に腫大｡

充血 し,内膜は増殖するが.この時期に妊娠が起 らな

ければ.そのま 発ゝ情後期.発情間期へ移行し子宮は

縮小する14).これらの周期的変化は主として卵巣由来

の性ホルモンによって支配され.去勢することにより

子宮は周期性を失い.著明に萎縮する.性ホルモンは

副腎皮質からも分泌されているが,その作用は軽微で

あるとされているので川5).本研究では副腎摘 出は併

用 しなかった.電顕的には去勢群の内膜上皮細胞は従

来の報告と一致 した所見1)～5)が得 られた.

2.Estrogen投与群

本研究でみられた電顕的所見は従来 の報告3)-7)と

は 一ゞ致 し,その主な変化は細胞の肥大,微繊毛の発

育.指状族合や陥入の増強,核および核小体の増大 .

リポゾームの増加.粗面小胞体の拡張.ゴルジ装置の

発育.小胞の増加.ライソゾームの発達.貧食空胞や

多房体の増大および脂肪滴の消失などである.estro

gen 投与により特に上皮細胞の分裂増殖が活発化 す

るといわれるが15)～17),著者の観察では分裂像に遭遇 し

なかった.

須川18),Martinら19)20)は生化学的研究 において ,

estrogenが子宮組織の RNA.蛋白,DNA の合成

を促進すると述べている.本研究でみとめられた上皮

細胞の核および核小体の増大とリポゾームの増加はそ

れを支持するものと思われる.ゴルジ装置で形成され

る分泌頬粒の増加 もまた蛋白合成の冗進を表わして い

るものと考えられる.微繊毛の発育は細胞表面積の増

大をもたらし,吸収と分泌を促進するものと思 われ .

これは飯塚2日の指滴するように blastocystの着床

にも役立っものであろう.

本研究でみられたものと同様の大型貧食空胞や自家

食胞は.増殖期のヒト子宮内膜においても観察 され .

Cavazosら22)はこれを giantlysosomeと称 し

た.このほか,上皮細胞には多房体 の増加 も観察 さ

れ.これらライソゾーム系の増加は estrogenが も

たらした細胞の代謝回転の元進と関連があるものと思

われる.

細胞境界が複雑に入りくみ.巌合や陥入が増強する

とともにその移開した細胞間隙へ.基底膜を破 って間

質から白血球あるいは大食細胞の遊走がみとめられた

那.この現象は estrogenによって血管透過性 が完

進 し.結合組織に彦出がおこるためと解釈される (第

2報参照).

腺上皮細胞においても.腔上皮細胞と同様に核.核

小体の増大.腺腔の拡大.徽繊毛の増加および細胞小

器官の発育が著明で,細胞の代謝の冗進がうか ゞわれ

る.特に腺腔の拡大.ゴルジ装置と滑面小胞体の発育
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および細胞先端部における分泌頼粒の集在は,物質の

産生と分泌を示唆するものであり.また,微繊毛の発

育と離断および腺腔内への原形質膨出の増加はアポク

リン分泌様式を推定せしめる.

3.Progesterone投与群

一般に Progesteroneの効果 が発現 す るに は.

estrogenの前作用が必要とされているが .ラ ッ トに

おいては Progesterone単独でも大量.長期間投与

した場合に変化がみとめられた.特に上皮細胞の分泌

冗進と腺上皮細胞における巨大糸粒体の出現は注目さ

れる所見である.

clark15)16) はラッ ト子宮 について estrogen と

progesteroneの細胞分裂に及ぼす影響を調べたとこ

ろ. estrogenは主として上皮細胞の分裂 を促進 す

るのに対 して, Progesteroneは間質細胞 の分裂 を

促進 し.上皮細胞に対 しては抑制的に作用すると述べ

ている.本研究においても Progesterone投与群の

腔上皮細胞には肥大増殖の傾向はみられなかった.

また.progesteroneは上皮細胞の DNA 合成 を

抑制するが18)20),RNA,蛋白合成は軽度に促進せ しめ

るという報告がある23)-25).本研究でみられたよ うに.

核.核小休,リポゾームの変化が estrogen投与群

に比べて少ないことは,これらの生化学的データを間

接的に支持するものと思われる.

一方.progesterone投与によって.細胞先端部に

おける小胞の集積とゴルジ空胞の増大は分泌機能の元

進を表わしているものと考えられる.特に腔面におけ

る原形質の小膨出はアポクリン様分泌が行われている

ものと解釈される.さらに.基底面の陥入の増加や原

形質内の様々なライソゾーム様小体の存在は物質の取

り込みの冗進を示唆する.

estrogen投与によって腔上皮細胞の脂肪滴が消失

したのに対 し. Progesterone投与では脂肪滴 はか

なり多数残存 している.ラットの正常周期において ,

陸上皮細胞の脂肪滴は発情間期および発情前期にみら

れ.発情期および発情後期にはみとめられないといわ

れる3).また Boshierら26)は組織化学的検索 によ

り.腔上皮の脂肪含有量は発情間期および発情前期に

多いことを見出し.これはその時期に血安中の estr･

ogen濃度が低いためであるとしている.以上のこと

から脂肪滴の存在は estrogenによって支配されて

いるものと考え られる.

ヒト子宮内膜腺細胞は.酸性な らびに中性 ム コ多

糖,ムチン,グリコゲン.脂肪.蛋白および酵素など

を分泌するといわれるが27).ラットにおいてもは ゞ同

様の分泌がなされるものと思われる.光顛標本の HE
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染色で.腹腔内にしばしば好酸性の分泌物 の貯滑が

みられ.この物質は PAS陽性.唾液消化試験陰性で

あることから.糖蛋白を含んでいることが推定 され

る.

電顕的には腔上皮細胞と同様に腔表面に徴繊毛の増

加.原形質の膨出がみられ.また先端部に小胞の集在

と滑面小胞体.ゴルジ装置の発達を伴 うところか ら.

estrogen投与群と同じく.アポクリン分泌がな され

ているものと推定されるが.この変化は腺細胞では腔

上皮に比べてより覇者である.

以上の progesteroneによる変化は一般 に ヒ ト子

宮内膜の分泌期像と類似する9)～‖).しか し. Clyman

ら28)～33)のい う nucleolarchannelsystem はいず

れの群においても観察されなかっ.た.これは動物の差

によるものかも知れない.

4.巨大糸粒体

progesterone2mg/dayを10日間以上投与 した

群において,注目される所見は腺上皮細胞の基底部に

しばしば巨大糸粒体 (giantmitochondria)が形成

されることである.巨大糸粒体は核下部 に集在 す る

が.正常の糸粒体と大きさおよび構造において,移行

をみることができるので.既存の糸粒体のうち基底部

にある糸粒体の一部が巨大化 したと思われる.

巨大糸粒体はこれまで肝臓あるいは副腎で見出され

ているほか34),子宮内膜においてもヒト30)～SS)35)～38). ラ

ット8).ヒヒ39)の腺細胞で観察されている. ヒ トで は

排卵期から分泌期初期にかけて出現するといわれ る.

この巨大糸粒体の意義について Ljungkvist8) は ス

テロイド代謝と関係があると し. Armstrong ら38)

は周囲の粗面小胞体と関連づけて,ステロイド代謝の

冗進により急速な糖蛋白の合成が要求された ゝめであ

ろうとしている.本研究で観察された巨大糸粒体 も

Progesteroneの刺激による腺細胞の分泌機能冗進に

密接な関係があるものと思われる.

巨大糸粒体の形成機序に関 しては不明であるが.去

勢群の腺上皮細胞にも核上部,核下部に円形大型の糸

粒体がまれに観察されることがあるので. progeste･

roneはこのような糸粒体を発育増大させる可能性 が

ある.糸粒休が巨大化する方法として理論的には,個

々の糸粒体の膨化と糸粒体相互の融合が考 え られ る

が,著者の観察では後者の可能性が大きいように患わ

れる.巨大糸粒体が互いに相接 して存在 し.また糸粒

休の中央がくびれ,またはクリスタによって二分され

ている像 (隔膜形成像)に遭遇することが しばしばあ

るからである.しかし,この像が糸粒体の分裂を表わ

しているとも解釈することができるので. progeste-
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roneが糸粒体の発育と分裂に影響を与える可能性 は

否定できない.

この巨大糸粒体の基質にしばしば類結晶体が出現す

る.小川40)は糸粒体内にみられる類結晶あるいは結晶

ばかりでなく線維状,層板状などの物質を含めて広 く

封入体とよぴ.これらの封入体は肝臓.甲状腺.腎臓

などでみられていると要約 している.その構造は線維

状またはらせん状のものが多 く.粒子状や梶棒状のも
0 0

のは少ない.またその大きさは幅が30A～200A,間隔
0 o

が50A～200Aと種々のものが報告されている4り.

著者の観察 した梗結晶体の大きさや構造は模本の切

断方向によって様々であるが.傾斜装置を用いて観察

した結果を綜合すると.次のような立体構造を有する

ものと考えられる.即ち,この類結晶体は直径約300
0 0
Aの粒子から成 り.これが約500Aの間隔と60度の角度

をもって前後.左右.上下の方向に規則正 しく配列 し

ているものと思われる (図 1).

これと類似の構造を有する類結晶体 の報告 は少 な

く.わずかに Wills42)は正常 の ヒ ト肝細胞 におい
0 0

て.直径80-100Aの粒子が200Aの間隔で配列 す る型

のものを報告 し. Napolitano ら43)は幼君 マ ウスの
0

褐色脂肪組織において.直径150Aの粒子 の格子状配

列から成る類結晶体をみているにすぎない.

類結晶体の組成については.蛋白.脂質,糖質 .無

機質 および核酸などが考 え られてい る. Wills42),

Svoboda ら州は糸粒休の基質にある過剰の リン脂質

が ミェリン変性に陥り.結晶化 した ものであろ うと

し, Napolitano ら43)は蛋白から成る物質 であ ろう

と考えている.また,正常のヒト子宮内膜において,

Armstrong ら38)がグリコゲン頼粒を入れた巨大糸粒
0

体を. Merkerら36)が太さ200Aの DNA フィラメン

トを入れた巨大糸粒体を観察 している.著者の観察で

は光顛模本において PAS,ムチカル ミン.脂肪 およ

び核敢染色のいずれも陰性であり.また構成単位が,ミ

エリン様の層状構造でなく.比較的大 きな粒子である

ことから,蛋白を主成分とする構造体であろうと推定

される.

類結晶体の意義および形成機序に関 しては不明であ

るが,類結晶体はしばしば巨大糸粒体に見出されるの

で,腺細胞におけるステロイド代謝と分泌機能の元進

と関係があるものと解釈される.

括 姶

去勢 ラットに estrogen および progesterone

を投与 し.子宮内膜上皮細胞の変化を電子顛微鏡的に

観察 した. estrogen (estradio1-17β) 2〟gの注射

により腔上皮.腺上皮細胞は肥大 し.核,核小体 .徴

総毛;ゴルジ装置の発育,リポゾームの増加.粗面小

胞体の拡大がみとめられた.これらの変化 は RNA,

蛋白.DNA の合成元進の表現とみなされる.

progesterone 2mgの連続注射により.腔上皮,腺

上皮細胞ともに dense body.多房体およびライソ

ゾームの増加.並びに細胞先端部における多数の小胞

の集在と原形質膨出がみられ,活発な分泌機能の元進

が示唆された.

注目された所見は Progesterone投与による腺上

図
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皮細胞基底部における巨大糸粒体の形成で,しばしば

その基質に類結晶体がみとめられた.類結晶体は2種
o O

類が区別され,一つは直径約300Aの粒子が500Aの間

隔と60度の角度をもって立体的に配列するもので,他
0 0

は直径60i.長さ120Aの棒状体が150A-180iの間隔

で配列 しているものである.これらの糸粒体の変化は

Progesterone刺激による腺細胞の分泌機能冗進と

関係があるものと思われる.

文 献

I)Ljungkvist,I.:ActaSoc.Med.Upsal..

76,91(1971).

2)長谷川潜 :北関東医学.23.181(1973).

3)遠藤和彦 :日産婦誌,12.795(1960).

4)下永吉侃 :体質医研報告.ll.264(1960).

5)安藤尚子 :産婦進歩,13,15(1960).

6)佐藤俊昭 :日産嫡誌,25,407(1973).

7)Ljungkvist,I.:ActaSoc.Med.Upsa1..76,

139(1971).

8)Ljungkvist,I.:ActaSoc.Med.Upsa1.,76,

110(1971).

9)Wynn,氏.M.& Woolley,氏.S.:Fertil.

Steri1..18,721(1967).

10)CavaZOS,F.,Green,J.A..Hall,D.G.良

Lueas.F.V.:Am.J.Obstet.Gynecol=99,833

(1967).

ll)Colville,E.A.:J.Obstet.GynaecoLBr.

commonw.,75,342(1968).

12)LuEt,J.H.:Sixth Intern.Congressfor

Electron Microscopy.Kyoto.2,65 (1966).

13)江崎孝三郎 :実験動物学各論 (田嶋嘉雄編 ).

初版.18貢.東京.朝倉書店,1972.

14)Green.E.L.:Biologyorthelaboratory

mouse. 2nd ed.,P.190,New York.McGraw

Hill,Inc..1966.

15)Clark.B.F.:J.Endocr.,50,527(1971).

16)Chrk,B.F.:J.Endocr"56,341(1973).

17)Martin,L.& Finn,C.A.:J.Endocr..41.

363(1968).

18)須川 倍 :第22回目産婦学会宿題報告(1970).

19)Martin,L.,Finn,C.A.& Trinder,G.:

J.Endocrり.56,133(1973).

20)Martin.L.,Finn,C.A.& Trider,G.:J.

Endocrり56,303(1973).

21)飯塚理八 :第23回日産婦学会宿題報告 (1971).

22)CaVa2:OS,F.ALucas.F.V.:Am.J.Obstet.

269

Gyneco1.,106,434(1970).

23)WilliAmS,T.& Rogers,A.W.:).Anat..

111,515(1972).

24)Brown-Grant,a.,John,P.N.& Rogers.

A.W.:∫.Endocr.,53.363(1972),

25)Miller,a.lG.:Biochem.Biophys.Acta.

299,568(1973).

26)Boshier.D.P.AHoIIoway,H.:J.Endocr.,

56,59(1973).

27)Dallenbach･Hellweg,G.:Histopatholgy of

theendometrium,P.22.New York.Springer

･Verlag,1971.

28)CIyman,M.∫.:Fertil.Steri1.,14,352

(1963).

29)Terzakis,∫.A.:J.CellBio1.,27,293

(1965).

30) Kohorn,E.I.,Rice,S.I.,Hemperly,S.

& Gordon,M.:∫.Clin.Endocr.Metab.,34,

257(1972).

31) Cordon,M.,Kohorn,E.I.,Gore,B.Z.

ARice,S.I.:).Reprod.FerL 34,375 (1973).

32)Armstrong,E.M.,More,I.A.氏.,MeSe-

verney. D.& Chatrield,W.氏.:∫.Obstet.

Gynaecol. Br.Commonw.,80,446 (1973)･

33)Gore,良.Z.& Gordon,M.:Fertil.Sterilり

25,103(1974).

34)小川和朗 :細胞学大系3.小器官Ⅱ (小川和朗

･小田琢三 ･黒住｢昌 ･杉野幸夫編),初版 .37貢 ,

東京.朝倉書店.1973.

35)Compel,C.:J.Microscopie,3,427

(1964).

36)Merker,H.J.,Herbst.R.& KIoss,K.:

Z.Zellrorsch.,86.139(1968).

37)Verhagen.A.& Themann, H. : Arch.

Gyn畠ko1..209.162(1970).

38)Armstrong,E.M.,More,I.A.A.,McSe-

veney.J).& Carty,M.･.).Anat..Ilo.375

(1973).

39)MBcLennan,A.H..Harris,I.A.& Wynn,

A.M.･.Obstet.Gyneco1.,38,359 (1971).

40)小川和朗 ミトコンドリア (荻原文二編 ).初

版.85貢,東京.朝倉書店.1971.

41)Haust,M.D.:Exp.Mol.PathoL,8,123

(1968).

42)Wills.E.I.:J.Cell13io1.,24,511(1965).

43)NApolitAnO,L.& Fawcett,D.:∫.Bioph-



Z70 上

ysic.Biochem.Cyto1.,4,685(1958).

44)Svobod&.D.I.& Manning,A.T.:Am.

∫.Path..44,645(1964).

写 真 悦 明

写真1.去勢. 腔上皮細胞. ライソゾーム様′ト体

(Ly).脂肪滴 (L)がみられ.基底膜 (B)によって間質

と境される. ×6,000.

写真28.去勢.腺上皮細胞基底部.大型糸粒体 の基

質に類結晶体が観察される (2b,2C).

a:×25,000.b,C:×50.000.

写真3.estrogen2〟g投与後24時間,腔上皮細胞 .

徽繊毛 (Mv),核小体 (n)の発育が良好である.L;

脂肪滴. ×5.000.

写真4.estrogen2〟g/day 3日間投与.陛上皮細

脂.ルテニウムレッド染色.多数の微繊毛 (Mv)と分

泌頼粒 (Sg)の集在をみる.Mb;多房体.

×20.000.

写真5.estrogen2LL豆投与後 1時間,腺上皮細胞 .

細胞尖端部に分泌療粒 (Sg)の増加が目立 ち, リボ

ゾーム.粗面小胞体 (Er).ゴルジ装置 (G) も発育

する. ×8.000.

写真6.progesterone2mg/day5日間投与 .腔

上皮細胞.細胞尖端部に多数の小胞 (Ⅴ) が存在 ,ゴ

ルジ装置は空胞に富み.粗面小胞体 (Er) の増加 が

みられる.Ly;ライソゾーム様小体,L ;脂肪滴 .

×8.000.

写真7.progesterone2mg/daylO日間投与 .腺

上皮細胞.腺腔には濃厚な分泌物 (S)をいれ.原形

質膨出 (P).多数の小胞 (Ⅴ)がみられる.

Db;densebody. ×5.000.

写真8.同上.腺上皮細胞基底部.巨大糸粒体 (gM)

の周囲に粗面小胞体 (Er)が接近 し.基質 に構結晶

体 (矢印)がみられる.M;正常糸粒体.×10.000･

写真9.同上.巨大糸粒体の隔膜形成像.長くのぴた

クリスタによって二分される●(矢印の間).基質内に

A型 (CA)およびB型 (CB)の類結晶体がみ られる.

×24.000.

写真10.同上.巨大糸粒体.A型 (CA)およびB型

(CB)の類結晶体. ×24.000.

写真1ト 14.同上.傾斜装置による巨大糸粒体のA型

類結晶体の構造的変化.

写真11.水平位.平行に並ぶ棒状体として見え る.

×20.000.

写真12.左右方向を軸に150傾斜.粒子が互 いに重 な

りあって格子状に見える. ×20.000.

写真13.左右方向を軸に300傾斜.異った方向へ平行

に並ぶ棒状体として見える. ×20,000.

写真14.上下方向を軸に150傾斜.粒子の配列がずれ

て結晶構造が不明瞭になる. ×20.000.

写真15-17.同上.傾斜装置による巨大糸粒休のB型

頬結晶体の構造的変化.

写真15.水平位.巨大糸粒体内にA型 (CA)およびB

型類結晶体 (枠内)がみられる. ×24,000.

写真16.写真15の枠内の強拡大.B型輯結晶体 は限界

膜につつまれ.一部は粒子状に見える. ×60.000.

写真17.写真15において上下方向を軸に300傾斜 させ

たB型槙結晶体.一部は棒状になり.他は一定の構造

がみとめにくくなる. ×60.000.

Abstract

Ultrastructuralobservationhasbeenmadeontheuterusendometrium ofspayed

ratsfollowing administration ofestrogen and progesterone.A singleinjection of

estrogen (estradio1-17β)gave rise to hypertrophy ofboth luminaland glandular

epithelia.The cells showed enlarged nucleoli,proliferation ofmicrovillion the

cellsurface,developmentofGolgiapparatusand dilatation ofthe rough-Surfaced

endoplasmicreticulum associated with abundantribosomes.Thesechangesare re-

garded as representing enhanced synthesisofRNA,DNA and proteins.

Inmultipleinjectionsofprogesterone,theepithelialcellscontainedan increasing

numberofdensebodies,multivesicularbodiesand lysosomes.A largenumberof

smallvesicleswerelocatedintheapicalregionofthecells.Cytoplasmicprotrusions

from theluminalandglandularsurfacewereoftenobserved.Thesefindingssuggest

an increased secretory activity ofthecells.
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Thenoticeablefinding wastheformation ofgiantmitochondriainthebasal

regionoftheglandularepithelia.ThematrixofthegiantmitochondriacontainedO
two typesofcrystalloid structures:oneconsisted ofparticlesabout300A inO
diameter,which werearranged in alatticefashion with 500Aintervaland 60o｢)
allgle;theotherconsistedofrod-shapedbodies,about60Aindiameterand 1200 o
Ain length,withanarrangementof150to 180Ain distance. The functional

significanceofthegiantmitochondriawerediscussed.
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